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住民交流の場 

１ コンパクトなまちづくりの推進 
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 セーフ＆環境スマートモデル街区の整備 
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 公共交通沿線の低未利用地等において、環境に優しく、安全・安心で快適な生活を享受できる
モデル街区を整備し、公共交通沿線での利便性の高い暮らしや環境等に配慮した質の高い住宅
供給の促進を図る 

防災の拠点 

住    宅 
環境配慮型住宅 

２ 低炭素・省エネルギーに配慮したまちづくり 

３ 官民連携による質の高い生活環境の提供 

事業の基本理念 

富山ライトレール 

公民館・図書館 

太陽光発電システム 

燃料電池コージェネ
レーションシステム等 

リチウムイオン蓄電池 

小学校跡地に、交番、保育所、公民館、図書館等が
集まる「質の高い生活環境」を提供する住宅街区を
PPP（公民連携）の手法にて整備 



・平成２４年の転入超過以降、転入超過の傾向にある。 

【公共交通沿線居住推進地区の社会増減（転入－転出）の推移】 

公共交通沿線 

居住推進地区 

中心市街地 

（都心地区） 

【中心市街地（都心地区）の社会増減（転入－転出）の推移】 

・都心地区では、平成20年から転入超過を維持している。 
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コンパクトなまちづくりの効果 ～転入人口の増加～  



コンパクトなまちづくりの効果 ～ＣＯ２排出量・ガソリン購入量の削減～ 
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自動車から公共交通への転換や公共交通沿線等への都市機能の集積などにより、 
  ①運輸部門・家庭部門における二酸化炭素排出量が減少 （H17-H22） 
  ②ガソリン購入量が減少 （H17-H26） 

【自動車中心の生活】 

【公共交通･自転車等へ】     

区分 
H17年度 
（2005） 

H22年度 
（2010） 

増減 

運輸部門 960,147 897,892 △62,255 

家庭部門 709,257 697,777 △11,480 

計 1,669,404 1,595,669 △73,735 

区分 
H17年度 
（2005） 

H26年度
（2014） 

増減 

富山市 756.706 716.591 △5.3％ 

北陸 728.206 715.364 △1.8％ 

※二人以上世帯 出典（「家計調査結果」（総務省統計局））     

≪ガソリン購入量≫    （単位：ℓ）     

（単位：t）     ≪年間ＣＯ２排出量≫    

※排出係数をＨ１７年度値とした場合     
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